
 

 

   

    

  

 

  

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日（金）、航空連合が加盟する全日本交通運輸産業労働組合  

協議会（交運労協）が「悪質クレーム（迷惑行為）アンケート」の調査結果

に関する記者会見をおこないました。 

航空連合からは、主に機内や空港の現場において、お客様からの威嚇・  

脅迫・暴言などのクレーム（カスタマーハラスメント）や、盗撮・無断撮影

行為が相次いでいる実態について説明しました。 

これら迷惑行為や安全阻害行為に対しては、利用者への周知徹底と継続 

した運用の改善が必要であることや、盗撮を「職務執行を妨げる安全阻害 

行為」として、法的に明確に位置付けるよう、航空連合の「産業政策提言」

を通じて、国などにも強く主張しています。 

引き続き、働く仲間が安心して働ける職場環境の実現に向けて、広く社会

への課題提起も含め、積極的な取り組みを進めていきます。 
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記者会見で説明する内藤会長 
「直近 2年以内で迷惑行為は増えてい
ると感じるか」という問いに対する回答 


